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⽰唆された。そこで、観測ロケット実験 CIBER-2（Cosmic Infrared Background ExpeRiment-
2）を新たに計画し、観測波⻑を可視域まで拡張した宇宙背景放射の放射スペクトルや空間
ゆらぎの⾼精度測定を⾏い、CIB の輝度超過成分の起源解明を⽬指している。 
 CIBER-2 の観測装置は、主鏡の⼝径：φ28.5 cm の反射望遠鏡と 2k×2k の HgCdTe アレ
イ検出器を有しており、多数の⾮球⾯レンズを⽤いた光学系によって、過去にない広視野
（2.3° × 2.3°）での観測を実現する。また、３種類の光学系モジュールにより、0.5 − 2.5	µm	
の波⻑域で計６バンドの撮像観測を⾏い、同時に⽐波⻑分解能	𝜆 ∆𝜆. ~20	での分光観測も実
施する。今回、1 つの検出器で撮像と分光の同時観測を実現するために、検出器視野の⼀部








 ⾯光源として観測される CIB を解析する上で、既知の点光源である星や銀河を差し引く
必要がある。点光源の寄与については、フォーカス試験により点像分布関数（Point Spread 
Function：PSF）を解析することで、検出器ピクセル上でのリークの影響等を評価した。 
 以上の較正試験によって、所定の精度で観測できることを⽰した。 
